
 

独立行政法人国際協力機構 
広報部報道課 

2022 年 1月 19 日 

 

1 
 

取材のご案内 

 

責任ある外国人労働者受入れプラットフォーム（JP-MIRAI） 

「日系人の受入の経験に学ぶ共生社会の在り方」セミナーを開催 
 

2022年 1月25日16時00分～17時55分 

竹橋合同ビル 9階 オープンミーティングエリア (オンライン参加可能) 

 

国際協力機構（JICA）とザ・グローバル・アライアンス・フォー・サステイナブル・サプライチェーン（ASSC）が

共同事務局を務め、日本において外国人労働者を受け入れる企業、業界団体、弁護士、学識経験者、市民社

会等を会員として設立されたプラットフォームである「責任ある外国人労働者受入れプラットフォーム」（以下

「JP-MIRAI」）は、2022年 1月 25日にセミナー「日系人の受入の経験に学ぶ共生社会の在り方」を開催しま

す。 

本セミナーは、特定技能の対象分野の拡大など、「将来定住可能な在留資格」の拡大が検討されている中、

90 年代からの日系人の受入れの歴史を振り返り、受入れから得られた教訓を学び、未来の多文化共生社会

への示唆を得ることを目的に開催致します。 

当日は外国人人材サービス事業を行い、日系外国人雇用者数が業界で国内トップクラスである株式会社ア

バンセコーポレーションのファウンダー・林隆春氏と、リーマンショックから埼玉県でのネギ栽培・販売で立ち

上がった葱王・株式会社ティー・エス 会長 斎藤俊男氏が登壇致します。また、パネルディスカッションも予定

しております。 

また、同日の 17時 55分よりセミナー登壇者へのぶら下がり取材の時間を設けます。本セミナーへのご参

加、ご取材をぜひご検討ください。 

 

【開催概要・申込方法】 

（１） 日時： 2022年 1月 25日（火） 16時 00分～17時55分 

（２） 場所：竹橋合同ビル 9階オープンミーティングエリア（東京都千代田区大手町 1-4-1）（Zoom参加も可能

です。） WEB：https://jp-mirai.org/jp/2022/7924/ 

（３） プログラム： 

16：00～ 開会の挨拶 

16：05～ 「日系人の受入の現状」等 （株式会社アバンセコーポレーション ファウンダー 林隆春氏） 

16：45～ 「人を受け入れるということの基礎」等 （葱王・株式会社ティー・エス 会長 斎藤俊男氏） 

17：15～ パネルディスカッション 

17：50～ 閉会 

（４） 取材申込方法 

ご取材いただける場合は、必要事項をご記載の上、1月 24日（月）12:00までに以下メールアドレス宛

にお申し込みください。 Kakehashi.Taro@jica.go.jp (JICA広報部報道課 梯 宛) 

【必要事項】 

①参加方法（会場orオンライン）、②参加予定プログラム（複数可）（お決まりの方はお知らせくださ

い）、③撮影有無（スチル・ムービー）、④御社名、⑤御媒体名、⑥部署名、⑦お名前、⑧電話番号、

⑨メールアドレス 

https://jp-mirai.org/jp/2022/7924/
mailto:Kakehashi.Taro@jica.go.jp
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取材のご案内 

 

【ご取材ご注意事項】 

・ぶら下がり取材は会場のみでご参加が可能です。（オンライン参加不可） 

・新型コロナウイルス感染症対策のため、会場の参加人数に制限がございます。 

定員に達した場合は、オンラインでのご参加をお願いする場合がございます。 

・ビデオカメラでの撮影をご希望の場合は、必ず事前にご連絡ください。 

 

【会場現地取材の場合のご注意事項】 

・ご取材にあたり、マスク着用・手指消毒・距離確保へのご協力をお願いいたします。 

・発熱等の風邪の症状がある方、体調がすぐれない方は、参加をお控えください。 

・保健所等公的機関からの調査に申込情報を提供させていただく場合がございます。 

・緊急事態宣言発出等の状況により、ご案内の内容を変更する可能性がございます。 

 

【JP-MIRAIについて】 

2020年 11月、一般社団法人ザ・グローバル・アライアンス・フォー・サステイナブル・サプライチェーン

（ASSC：アスク）と JICAが共同で事務局となり、日本において外国人労働者を受け入れる企業、業界団体、

弁護士、学識経験者、市民社会等を会員として設立されたプラットフォームです。JP-MIRAIは、現在、350を

超える企業・団体・個人がその趣旨に賛同して会員となり、更なる躍進に向けて取り組みを進めています。外

国人労働者を巡る人権・労働問題が国内外で指摘されている中、外国人労働者を適正に受け入れ、「世界の

労働者から信頼され、選ばれる日本」となり、包摂的な経済成長と持続的な社会の実現を目指しています。

URL：https://jp-mirai.org 

 

【JP-MIRAI共同事務局】ASSC： 

世界の動向を見据えて 2018年から民間企

業及びそのサプライチェーンの外国人労働

者の労働環境を向上する目的で、「外国人労

働者協議会」を設置し、民間企業の取り組み

改善を支援した実績を有する団体です。
URL : https://g-assc.org/ 
 

 

JICA: 

外国人労働者の多くは途上国から来て、将来的に母国に戻

り、途上国の地域社会や産業を支える人材として活躍するこ

とが期待されます。JICAは、外国人労働者の来日前の人材

育成、帰国した外国人労働者の就業や起業支援、また帰国

した海外協力隊員等の日本国内の多文化共生への活躍推

進に取り組んで来ました。これらの事業とも連動しつつ、本

プラットフォームの取組みを推進していく方針です。 

 
URL :https://www.jica.go.jp/index.html 
 

＜ 本件に関するお問合せ先 ＞ 

JICA広報部報道課： 梯 （TEL：03-5226-9780、 Email：Kakehashi.Taro@jica.go.jp） 

 

https://jp-mirai.org/
https://g-assc.org/
https://portal.jica.go.jp/
https://portal.jica.go.jp/
https://portal.jica.go.jp/

